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2022年 12月 5日 
 

事業開発プロジェクト「DiCE」が本格始動 
～あいおいニッセイ同和損害保険、朝日生命、日本航空のテーマが確定～ 

BIPROGYが立ち上げた事業開発プロジェクト「DiCE（ダイス：Digital Chain Ecosystem）」が
本格始動しました。 
「DiCE」は、信頼性のある自由なパーソナルデータ連携による、業種・業界を超えた新たなエコシス
テム創出に向けて、スマートな顧客体験を創造・提供する事業の創出に特化したプロジェクトです。 
本プロジェクトを利用する、あいおいニッセイ同和損害保険株式会社（以下、あいおいニッセイ同
和損保）、朝日生命保険相互会社（以下、朝日生命）、日本航空株式会社（以下、JAL）の３社と
協議/検討を重ね、当社が保有する方法論を活用し新事業創出テーマが確定、eiicon companyが
提供するオープンイノベーション基盤「AUBA」を活用し、各テーマに沿って新事業創出に参画す
る企業の募集を開始しました。 
今後は、参画企業からの連携案を募り、2023年 8月末までに事業化、もしくは事業化を見据えた
実証を目指します。 

【DiCEの概要】 
「DiCE」は、各企業が保有するアセット（データ、顧客接点、既存サービスなど）を企業間で連
携することで、顧客に新たな価値を提供する「共創社会」の実現と、事業化を目指したプロジェク
トです。2022年９月の正式立ち上げから、運営パートナーである eiicon companyと共に、事業
の中心となる、あいおいニッセイ同和損保、朝日生命、JALの各社が目指す世界の創造と具体化を
行ってきました。この度、各社が目指す世界を対外的に発信し、連携先パートナーの公募を開始
しました。 
 
 

＜DiCEで目指す共創社会＞ 
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【各中核企業の募集テーマ】（五十音順） 

① あいおいニッセイ同和損保：日常生活からリスクをケアできるプラットフォームへ 
CSV×DX (シーエスブイバイディーエックス：社会との共通価値の創造)の理念を掲げ、これまで
の「事故のあとの保険」だけでなく「リスク自体を回避・軽減すること」に取り組んでいます。リ
スク回避された社会の実現のために、原因となりうる、さまざまな日常の小さなリスクに対して、
多様なサービス事業者と連携し、ユーザーがパーソナルにリスクケアできる仕組みの創造を目指
し、連携先の企業を募集しています。 
 
＜共創イメージ＞ 
① 保険契約情報と連携した身近なリスクからのケア 
② 保険契約情報を活用した、新たなリスクケアサービス創出 
③ 現代社会に生まれる新たなリスクへの対策 
 
 
 

 

 

 

 

② 朝日生命：日常生活からリスクをケアできるプラットフォームへ 
保険商品の提供を通じた経済的リスクを回避するサポートによる安心・安全の提供のみならず、
さまざまな生活シーンでの支援や接点を通じてお客さまの不安を取り除く環境の実現を目指して
います。広くお客さまへの新たな価値提供を共に考え/創っていく企業を募集しています。 
 
＜共創イメージ＞ 
① ライフタイムイベントと連携したお客さま接点の創出 
② PHRをもとにした安心安全の情報・機会提供 
③ デジタルを活用した営業職員による価値提供 

 
 

  

募集テーマ紹介
• 日常生活からリスクをケアできるプラットフォームへ

保険 ヘルスケア
サービス

リスク関連
サービス

非日常 日常

MaaS

エンタメ
サービス

As Is

 ロードサービス（自動車保険）
 現場急行サービス（火災保険）

To Be

リ
ス
ク

リスク起点で保険が存在

保険が「主」でサービスが「従」の関係

具体例

日常に溶け込んでるサービスから
軽いリスクをケア

軽
い
リ
ス
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募集テーマ紹介
「お客様の生活における様々な悩み・不安を解消し、安心安全を届ける」
保険商品の提供による経済的不安の解消のみならず、様々な生活シーンでの支援や接点を通じてお客様の不安を取り
除く環境の実現を目指しています。

・経済面【既存事業領域】
生命保険による金銭面での不安解消

・健康面
特定の個人に紐づく PHR情報をもとに未来のリスクを見通し、
適切なタイミングでリスク回避へと導くソリューションの開発
求める企業像：弊社が保持する PHR情報の活用アイデア・技術をお持ちの企業

・生活面
お客様が不安を感じやすい大きな変化を伴うライフタイムイベント
（出産、育児、退職など）にあわせた価値提供の実現
求める企業像：ライフタイムイベントにおけるお客様との接点を持ち、

お客様の悩み・不安の情報をもつ企業

経済面

健康面 生活面

将来に関する不安の種類

既存事業領域
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③ JAL：旅のカスタマージャーニー全体における提供価値の拡大 
既存事業の強みである「空の移動」を核として、移動にまつわるあらゆる体験をアップデートす
ることで、旅前～旅後における旅行者・生活者の体験価値向上を目指します。特に「地域社会への
貢献」「次世代モビリティの創出」を注力キーワードに掲げており、JAL MaaSの拡大・シェアリ
ングプラットフォーム創出などの取り組みを共創によりさらに加速できる連携先企業を募集して
います。 
 
＜共創イメージ＞ 
① JALが保有するデータを活用した新たな価値創出 
② 新たなシェアリングサービスの提供 
③ JAL MaaSの価値向上 

 
【スケジュール】 
「DiCE」は、中核企業 3社の戦略テーマを基軸として、パーソナルデータの連携を前提に外部企
業との共創による新規事業を推進し、2023 年 8 月末までの事業化、もしくは事業化を見据えた
実証を目指します。中核企業 3 社の描いた未来の実現に向けて連携するパートナー企業の公募を
2022 年 11 月 15 日から開始し、書類審査/面談審査を経て 2023 年 2 月中旬にパートナー企業
の確定を予定しています。 
・エントリー開始：2022年 11月 15日（火） 
・エントリー締切：2022年 12月 26日（月） 
・採択企業の決定：2023年 2月中旬  
・インキュベーション期間：2023年 8月末まで 
・中間発表会：2023年 5月下旬  
・最終発表会：2023年 8月下旬 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以 上 
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■関連リンク： 
・DiCE Consortium accelerator program（DiCEパートナー公募エントリーサイト） 

https://eiicon.net/about/dice2022/ 
 
・事業開発プロジェクト「DiCE（Digital Chain Ecosystem）」 

https://biz.dot2dot.life/dice 
 

・2022年 9月 27日付ニュースリリース 
業界・業種が異なるデータやサービスをつなげ、生活者のより豊かな生活実現を目指すプロジ
ェクトを開始 ～事業開発プロジェクト「DiCE（Digital Chain Ecosystem）」を立上げ～ 
https://www.biprogy.com/pdf/news/nr_220927.pdf 

 
 
※記載の会社名および商品名は、各社の商標または登録商標です。 
※掲載の情報は、発表日現在のものです。その後予告なしに変更される場合がありますので、 
あらかじめご了承ください。 
 
＜本ニュースリリースに関するお問い合わせ＞ 

https://www.biprogy.com/newsrelease_contact/ 

https://eiicon.net/about/dice2022/
https://biz.dot2dot.life/?utm_source=newsrelease220927&utm_medium=pdf&utm_campaign=newsrelease
https://biz.dot2dot.life/?utm_source=newsrelease220927&utm_medium=pdf&utm_campaign=newsrelease
https://biz.dot2dot.life/dice?utm_source=newsrelease221205&utm_medium=pdf&utm_campaign=newsrelease
https://www.biprogy.com/pdf/news/nr_220927.pdf
https://www.biprogy.com/newsrelease_contact/

